
 

 



 

 

 

男女が共に個性と能力を発揮できる社会を！ 女性の人権 

「男は仕事、女は家庭」というように、男女の役割を固定的に

とらえる意識から生ずる男女差別は、依然として根強く残ってい

ます。また、女性に対するあらゆる暴力の根絶も重要な課題です。 

これからの社会を担うためには、女性と男性が対等の立場で協

力し、責任を分かち合うことが大切です。 

 

「人権」って難しい？自分には関係のないこと？ 

そんなことはありません。 

 

「人権」は人間が人間らしく生きる権利で、 

誰にとっても大切なもの、 

違いを認め合う心によって守られるものです。 

 

そして、決して難しいものではなく、 

誰でも心で理解し、感じることのできるものです。 

 

自分の権利を大切にすること、 

そして、同じように他人の権利を大切にすること。 

 

みんなが幸せに暮らすために、 

自分に何ができるのか考えてみましょう。 

障がいのある人の完全参加と平等を実現しよう 障がいのある人の人権 

障がいのある人に対する理解や配慮は、いまだ不十分であり、車椅子での入

店の拒否や、アパートへの入居拒否など、様々な人権問題が発生しています。  

障がいのある人と障がいのない人とが、対等に生活し、活動できる社会を築

くことが大切です。 

 

子どもの人権を守っていくのは大人の責任です 子どもの人権 

陰湿で執拗ないじめ、教師による体罰、親による虐待、国内外

での児童の売春や児童ポルノの氾濫など、子どもの人権をめぐる

問題は深刻な状況にあります。 

子どもも一個人として最大限に尊重されなければならないと 

いうことを、大人自身が自覚しなければなりません。 

HIV 感染者やﾊﾝｾﾝ病患者等に対する偏見をなくそう 

     感染者等の人権 

感染症に対する正しい知識や理解の不足から、罹患者に対する 

日常生活、職場、医療現場における差別やプライバシー侵害などの

問題が起きています。正しい知識や認識を持つ必要があります。 

高齢者を大切にする心を育てよう 高齢者の人権 

急速に進行する高齢化に伴い、様々な問題が生じています。 

高齢者への身体的、心理的虐待や介護放棄、財産面での権利侵害などが懸念

されています。さらに、高齢者に対する悪質な訪問販売や財産奪取などの犯罪

や権利侵害が増加しています。 

高齢者が住み慣れた地域で、生きがいを持ち、安心して暮らせる社会をつく

ることが必要です。 

   外国人の人権を尊重しよう 外国人の人権 

国際化時代を迎え、日本で生活する外国人は増加していますが、言語、宗教、

生活習慣等の違いから、アパートやマンションへの入居拒否、公衆浴場での入

浴拒否、また、在日韓国・朝鮮人児童・生徒に対する嫌がらせ、脅迫、暴力な

ど、様々な人権問題が発生しています。 

人権に国境はありません。今後ますます国際化が進むなかで、外国人の持つ

文化や多様性を受け容れ、尊重することが、国際社会の一員として望まれます。 

 

正しく理解することが問題解決へつながります 同和問題 

同和問題とは、日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別に由来するも

ので、今なお結婚を妨げられたり、就職で不公平に扱われたりするなど、差別

事象が後を絶ちません。このような状況を受け、「部落差別の解消の推進に関

する法律」や「埼玉県部落差別の解消の推進に関する条例」が施行されました。 

この問題の解決には、私たち一人ひとりが、同和問題についての理解を深め、

自らの意識を見つめ直すとともに、差別を許さないという強い意志を持つこと

が大切です。 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを悪用した人権侵害はやめよう 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる人権侵害 

インターネットの普及により、差別表現や有害情報の掲載など、

その匿名性、情報発信の容易さを悪用した、人権にかかわる様々

な問題が起きています。インターネットを利用する人は、個人の

名誉に対する正しい理解を深めることが必要です。 

災害時こそいつも以上に人権に配慮を 
災害時における人権への配慮 

災害時において、避難生活の長期化に伴うトラブルや、プライ

バシーが保護されない等の人権問題が発生しています。 

災害時に、すべての人の人権が適切に守られるよう、私たち一

人ひとりが人権への配慮について、関心と認識を深めることが必

要です。 

多様性を認め合い偏見や差別をなくそう 
性的少数者の人権 

性的少数者に対する社会的関心がとても高まってきています。 

同時に、性的少数者への、性自認※1や性的指向※2を理由とした

偏見や差別も発生しています。 

性のあり方は様々です。お互いに個人の性を尊重し、偏見や差

別をなくすことが必要です。 

※1 性自認…自分の性をどのように認識しているか。「こころの性」とも呼 

ばれる。 

※2 性的指向…異性愛、同性愛、両性愛の別 

人権への配慮について関心と認識を深めよう 

その他、様々な人権問題 

世の中にはまだまだ多くの差別や偏見があります。例えば「ア

イヌの人々」「刑を終えて出所した人」に対する差別。また、犯罪

被害者の家族は、精神的な苦痛や報道による不快感などに苦しん

でいます。差別の厳しさ、心の痛みを受け止め、相手の立場に  

なって考え、行動することが大切です。 
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人権問題で困ったら、まずご相談ください 

  

○法務局 

  さいたま地方法務局久喜支局          0480-21-0215 

みんなの人権 110 番(全国共通)             0570-003-110 

子どもの人権 110 番(全国共通･通話料無料)     0120-007-110 

女性の人権ホットライン(全国共通)         0570-070-810 

インターネット人権相談受付窓口        ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ人権相談 検索 

http://www.jinken.go.jp/ 

 

○加須市役所 

人権・男女共同参画課 0480-62-1111（内線 341） 

※色々な人権に関する相談をお受けします。性的少数者に関するご相談についても、 

専門の相談窓口ではありませんが、対応します。 

  

その他、加須市では、毎月１回、市民プラザかぞで行政、不動産、税務、相続、こころの悩

み等を相談できる合同相談を実施しており、併せて人権相談も行っていますので、お気軽にご

相談ください。相談は無料で予約は不要、秘密は厳守いたします。 

合同相談の日程については、お問い合わせいただくか、ホームページでご確認ください。 

加須市 合同相談 で検索 

 

 

「どうしたの？」 

ぼくにもなにか できるかな 

加須市立志多見小学校 島崎 湊さん 

 

優しさが あふれる街に 

 笑顔あり 

加須市立礼羽小学校 榎本 瑛さん 

 

あたたかい １つの言葉で 

  救われる 

加須市立昭和中学校 石井 翔琉さん 

加須市立騎西中学校 池松 百彩南さん 


